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1 ． 枕肱懸辯の 生涯 と禪修行

1．1． 生涯

　枕肱 懸辯 （1616−1684） は 西 山大 師の 高足 で あ る 逍 遙 太 能 （1562− 1649） の 嫡 子 と

して ， 逍遙派の 守長で ある， 彼 の 行蹟 と生 涯 は
， 『枕肱集』2卷に傳え られ る．「枕

肱 集』 上 卷 に は五 言絶句 28 首 と七 言 絶句 45 首 ， 五 言律詩 8 首 ， 七 言律詩 32首

な どの 113首 の 漢詩が 收録 さ れ て お り， 下卷に は書簡文 と募縁文 ， 勸善文 ， 勸誘

文 な どの 散 文 25篇 と偈頌 及 び古 詩形式 の 韻文 2 篇な ど の 27篇 ， そ して 「枕肱大

師行状」 が收録 され て い る ． また ， 附録 と して 「枕肱歌」 で 歸 山曲 ， 太平 曲 ， 青

鶴洞歌 ， 往生歌 の 4 篇 の 歌辭 を載せ て い る
1）
．

　枕肱は全 羅道羅州 で 生 まれた ． 字は而訥 ， 法號 は懸辮 ， 號は枕肱で あ る． 俗姓

は 尹 氏 で あ る． 父 は尹 興 ， 母 は 崔 氏 で ある ． 彼 は 光海 君 8 年 （1616） に生 ま れ ，

肅宗 10年 （1684） に入 寂 した ． 12歳 （1627）に 天風 山の 塔庵で 葆光虔砧法師の も

とで 出家 し， 多數 の 書籍 と佛經 を學 ん だ
2）
， 13歳 には葆 光を離 れ て ， 逍遙太能禪

師 を參謁 して 法脈 を繼承 した ．

　得其禪 宗者 日枕肱懸辯 傳其敏宗者 日海蓮敬悗
3）

　18歳 の 時 に 事故 に あ っ て 死境を經驗 した 後 ， 教學 を遠 くし， 修禪 に 專力 した．

19 歳 の 時 に は時 調文 學の 大家で あ る孤 山尹 善道 （1587− 1671） と縁 を結 ぶ こ とに

よ っ て ， 文學的な影響 を受けた． その 後 ，
28 歳まで の 10年間は金 剛山， 智異山

等の 地で 修行 し， 文學作 品 も數多 く殘 し， 後 日に は仙巌 寺 に入 っ た． 1684 （甲子）

年 の 69歳 の 時 に は 金 華 山澄 光寺 の 祗 室 と な っ て 駐 錫 し た が ，4 月 12 日 に西 に

向 っ て 跏趺 坐 して 入寂 した ． 世壽 69 歳で あ り， 法臘 57歳で あ っ た ． 彼の 遺言に

從 っ て
， 鳥類 と禽獸 に 布施す るた め に ，屍身は金華山の 岩上 に置か れ たが ， 不 思

議 に も毀損 され る こ と な くそ の ま ま殘 っ た とい う．

　彼の 號で ある枕肱の よ うに
，

一生 にか けて 手枕 して 眠り， 修行 に專念 した． 多
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數の 漢詩 を作 っ た が
， 自分 の 遺作 を生 前 に 燒 き盡 くした ． さか ず き （杯）の 大 き

さに 關係 な く， た だ
一

杯 の 酒 の み を飮 み
，

ぼ ろ を着 て
， 飢 え た人 に は 自分の 服 を

脱 い で 與 え た． 慈 悲 深 く， 清貧 で あ り， 無碍 なる生 涯 を生 きた
， 實 に 肉身菩 薩の

化現 で あ っ た ．

1．2． 禪修行

　彼の 修行 に 關す る 資料 と して は 「敬呈 野遺 堂」が ある ． こ れ に よ れ ば
，

乃投身蓮肚 裹足 杏壇 啓玉 凾於 金堂 空執蹄而 失兔 然 寶燭 於 石 室 徒 按壁 而 亡羊然 後 十

年單瓢 千里 短錫 任 淨萍於漢北 逐轉蓬於嶺南 衲 白蓬莢萬二 千 之峯月 鞋青方丈八 十 九

之寺苔 行未 及百 十城 臈巳 過二 八 跌 故學匏瓜於仙寺 傍栴壇之仁村 聊將窺言 上 濱几

案
4）

　彼の 求道行脚 が窺 え る文章で ある ． 彼 は出家 して 僣侶 に な っ て か らも
， 儒教 の

杏壇 を訪 ね た とい う． しか し， 眞理 は知 らなか っ た． また
， 禪 院で 面壁觀心 した

が ， 悟 る こ と もで きなか っ た． 彼の 求道 修行 は 熾熱 した． 10年聞，
金剛 山 で 善

知識 を訪ね て 求道 し
，

また
， 智異 山 の 89寺 院 を參拜 した が

， 「華嚴經』 の 善財童

子 の よ うに llO城 ま で 行 くこ とは 出來 なか っ た とい う． そ の 後，28 歳 か ら仙巌

寺で 參禪修行 した． また ， 彼の 修行經歴 に 關する 資料 と して は ， 「謹上翠微堂」

が ある． これ に よれ ば ，

然弟依葆光於冠 山 十三 祀 髪 訪晩翁於仙榻 今古聊通 然而誦 詩傳三 百之篇 尚未達鳶飛

魚躍之費隱 讀莊生 五 萬之語 獪不識覺周夢蝶之栩遽 抑又 衲翻鷲嶺 之清風 心寒不耐 笥

鳴少林之 凉月 骨冷難堪 况取螢火以燒 山 固稱 愚者 邀空花以 結果 不日狂夫
5）

　枕肱 は翠微 に 自分の 修行過程 に つ い て 読 い て い る． 翠微に 自分 を弟 とい い なが

ら ， 彼 の 法力 を讚 嘆 して か ら 自身の 修 行 に つ い て 語 っ て い る ． 13歳 に 葆光 に 出

家 し， 逍 遙 禪 師 の 門下 で 修禪 に專念 し， 祀 師語 録 も廣 く讀 ん だ、 ま た ， 詩傳 も勉

強 した ． 彼 は 四書 五 經 な どの 儒 書 と 中國の 古典 及 び老 莊學 に至 る まで 幅廣 く學

び ， 博學多識 で あ っ た． なお ， 學問的 な文字の み な らず ， 修 禪 に も一 生懸命 に勵

ん だ． 彼 は教學者た ち に教學 を放 して 修禪 す る こ とを勸 め る． 「放教參禪」 に よ

れ ば，

　噫吁嗜 危乎殆哉 爾不 見壽陵 餘子之學 行於邯鄲歟 未得國能 又失其 故行矣 直匍匐而

　歸 今子不 去敏義 將忘子之 古 失子之 業 協哉君乎 勉 栴愼旃 以 副慕 詳禪 旨之言 則庶幾

　 乎全矣

　 又從歌 日

　 大鵬高飛兮
一

翩九萬

　
一

翩九 萬兮 二 虫笑之
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二 虫 笑之兮 悪 可奈何

雖有韜天 之大網 安所張之
6）

　『莊子』 の 故事成語を 隱喩的に引用 しなが ら ， 間接的 に教學者 た ちを警戒 して

い る ． す なわ ち ， 自分の 分數 を守 る こ とが 大事で あ り， い たず らに他 人 の まね を

すれば ， 自分 自身の 正體性 まで 忘れ る とい っ て い る． 教學 を妨げ， 修禪に戻 っ て

禪旨を參究する こ とを勸め て い る ． その あ と
， 歌辭 形式の 偈 頌で 結 ん で い る ． 彼

は とて も積極 的 な禪修 行者で あ る こ とが わか る ．

　す る と
， 彼 の 公案 は何 だ っ た の で あ ろ うか． こ の 點 につ い て は ， 「呈覺等師勸

慕 禪」 の 記逋が參考 に な る．

　笑矣吾行不丈夫 嗟乎未了趙州無 勸君奮起男兒氣 撃碎玄關落太虚
7）

　覺等に參禪修行 を勸誘 しなが ら
， 詩 を作 っ た もの で あ る． 彼は數年聞 ， 無字公

案 を もっ て 修 行 したが
， 悟 る こ とはで きなか っ た ． しか し

， 覺等に無字公案を勸

誘 しなが ら ， 大丈夫の 氣勢 と して
，

こ の 關門 を透 過す る こ とを勸 め て い る ． こ の

こ とか ら， 彼 が無字公案 を參究 した こ とが わか る． また
， 彼 の 「參禪」 とい う禪

詩 に よ れ ば
，

參禪 不在多語

只是當人着意看

看去看來忘晝夜

十方坐斷獨 閑 閑
8）

　こ こ で
， 彼 は參禪 に つ い て 簡單 に整理 して い る．參禪 とは文字 と言葉を必 要 と

しない
，

つ ま り， 不立 文字で あ る． 文字 と言葉で は解決で きない 境地 で ある． ひ

た す ら思 い を集中 し ， 話頭 の み を參究す る こ とを勸め て い る，

　以上 を要約すれ ば ， 彼の 禪修行は 次の 四點 に纏め られ よ う，
一

つ に は ， 放教參

禪で あ り， 捨教入 禪で あ る． 二 つ に は ， 公案 は無 字話頭 と庭前柏樹子話 を參究 し

た． 三 つ に は
， 看 話禪が 中心 で あ っ たが ， 默 照 的方 法で あ る 牛 頭禪 も勸誘 した．

四つ に は
， 參禪 の み な らず教學 と念佛な ど

，
三 門の 修行方法 も提示 した．

2 ． 枕肱懸辯の 念佛觀

2 ．1． 稱名念佛の 實踐修行

　枕肱 は參禪修行 に熱心 で あ っ た が ， 稱 名念佛 も持續 した ． そ の 點 は ， 特 に彼の

行状 と詩 で 確認 さ れ る． 彼 が 實踐 した 念 佛修 行 の 行 蹟 に 關す る 資料 と して は
，

「枕肱大 師行状 」が あ る．
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母終念佛後有哭 對人念佛外無勸 故念佛終行于 世 而無論貴賤 不 分 老少 而勸 之如
一

至

逢娼妓 亦勸念佛 或逎角鬣 附耳 念佛 此 佛心之所以何物不濟
9｝

　 母 の 臨 終 を迎 え た さい に ， 彼 は
一

切泣 か な か っ た． た だ ， 「南 無阿彌 陀佛 」の

み を稱 した． 臨終行儀 は亡 者の 極樂往生 と阿彌 陀佛の 來迎接引 に お い て 重要 な淨

土 儀式で ある ． また
， 彼 は 普段 ， 稱名念佛 を した． 人 間の み な らず ， 畜生 に い た

る まで 畜生 の 耳 に 口 を附 けて 念佛 を 聞か せ る ため に 努力 した． 甚 だ し くは市場 の

妓 生 と居 酒屋 及 び市場 の 人 々 に も念佛 を勸 め た ． 彼 は ロ常生 活で も稱名念佛 の 修

行 を實踐 して お り， 淨土行 者的な 姿が み られ る．

美大師性温 謹貌如渉川 聲若出金石 遊心於阿 彌 之玄 飮覺于 般若之源
一

衲卒生 而人供

衣 則 遇 寒者 輒解之 多忘朝夕 而衆饋 食則 爬 鼎者 必 喫之 扈 酒不辭 而
一

酌後不擧 雖饋
一

巨瓠 亦不譲不醉 試酌 白沿 而亦倒飮 誤進赤鹹 而亦無恙 是爲色相而無相乎
10）

　 こ こ で は
， 彼 の 卒素 の 性 品 と修行及 び菩 薩行 に つ い て 記 して い る ． 彼の 性 品は

い つ も靜か で あ り， 温和 で あ っ た が， 読法の と きに は聲が 金石 の よ うに りん りん

と響い た． そ して
，

い つ も南無 阿彌陀佛の 稱名念佛 を持續 し
， 參禪 して 般若の 悟

りを成就 した． 從 っ て ， 彼の 實踐信 仰 は阿 彌陀佛の 淨土 念佛信仰 で あ り， 實踐修

行は參禪で あるの で ， 禪淨雙修の 修行者で あ っ た と思われる ．

2 ，2． 念佛觀

　彼の 念佛 に關す る七 言絶句の 詩が ある． 「念佛」に よれ ば， 次の よ うで あ る．

心觀落 日如懸鼓

口誦 阿彌 陀佛名

若能心 口常相應

即得西 方極樂生
11）

　 こ こ で は ， 心 と口 が
一 つ にな る念佛法が 示 され て い る ， す なわ ち， 心 で は觀念

念 佛 し ， 口 で は稱名念 佛 をす る こ とが 勸 め られ る． と こ ろ で
， 心 の 觀法 と口 の 稱

名が 互 い に相應 し ， た だ阿彌陀佛の み を稱 し念ずれ ば ， 郎得往生す る こ とがで き

る とい う． 彼 は 『觀無量 壽經』16觀法中の 第 1觀法で あ る 日想觀
12）

につ い て 逋

べ て い る． 從 っ て
， 彼は稱名念佛の み な らず ， 心 ロ

ー 如の 觀念念佛 も秉修 した と

考え られ る．

　また
， 彼 は朝鮮時代の 文學 ジ ャ ン ル の

一 つ で ある歌辭 文學 に關す る作 品 も殘 し

て お り， 研 究が 進 め られ て い る． 特 に ， 彼は 17世 紀 の 歌辭作 家 の 中で ， 僣侶 と

して は唯一
の 作 家で あ る ．彼 の 歌辭 は 「歸山 曲」， 「太甼曲」， 「青鶴洞歌」， 「往生

歌 」で あ る ． こ の 中で
， 彼 の 淨土 念佛觀が 示 され て い る の は 「往 生 歌」 で あ る。
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こ れ に よ れ ば
，

阿彌隘佛 阿 彌防佛 電叶 一心 ゜19
不亂 ゜1唱 阿彌陥佛 ゜1即現 目前す ’r 月

臨終 。n 阿彌陥佛 阿彌陀佛す電

徃生 極樂 宣司叫
13）

　 こ の 「往生歌」 は詩歌形式 の
一 つ で ある 歌辭形式 の 念佛 曲調 で あ る． 即 ち ， 阿

彌 陀佛， 阿彌 陀佛 と念佛すれ ば ，

一 心 に な り， 不亂の 境地 に入 っ た と き， 念佛者

の 目の 前に 阿彌 陀佛が 示現 する こ とが で きる ． も し， 臨終 を迎 えて 念佛 すれ ば
，

皀卩得往生 で きる とい う． こ れ は二 つ に分析す る こ とが で きる．
一 つ に は

，

一 心不

亂 に よ っ て 阿 彌 陀 佛 を親見 し ， 見 佛三 昧 に入 る こ とで あ り，
二 つ に は ， 臨終念佛

に よ っ て 來迎 接引す る こ とが で きる とい うこ とで あ る ． こ の 「往 生 歌 」 は 『阿彌

陀經』 の 淨土 思想が 中心で ある ． こ れ に よれ ば
，

　舍利 弗．若有善男子善女人． 聞説阿彌陀佛．執持名號．若一 日．若二 日．若三 日．若四

　 日．若五 日．若六 日．若 七 日．
一

心 不 亂．其 人 臨 命終時． 阿彌 陀佛與諸 聖 衆．現在其

　前．是人終 時心 不顛倒．皀卩得往生 阿彌 陀佛極樂 國 土
14）

　『阿 彌 陀經』 に よれ ば ， まず阿 彌 陀佛 に 關す る詭法 を聞い てか ら， そ の 名號 を

一
日乃 至七 日間に 一 心不亂に 執持す れ ば

， 臨終 の 時 に 阿彌 陀佛 よ り來迎接 引 され

る と説 い て い る ． 從 っ て
， 枕肱 は 『阿彌 陀經』 の 一 心不亂 と來迎 接 引の 念佛 思想

に 基づ い て 「往生 歌」 を作 っ た と思 わ れ る ． 彼 は 母 の 臨終 時 に も ， まず稱 名念佛

を稱 した． 彼が
， 稱名念佛 と臨終念佛 を重 要視す る念佛觀 を もっ て い た こ とが わ

か る ，

　な お ， 彼 の 念 佛觀 の 中 に は極 樂往 生 に対す る 發 願が あ る ． こ れ は 「勸 善文」，

「祝願 文」， 「重剏記」 な どに 述べ られ て い る． 「彌陀殿重剏」 に よ れ ば
，

碩徳 山人名悟 師 經營此殿 口高嵬

火龍始役渠渠壯 赤魑 終功彩彩 輝

簷接大樓風引戸 軒 臨方沼月寵苔

重脩勝趣誰能管 日號彌陥含笑哈
15）

　こ の 詩は彌 陀殿 の 重剏の あ とに 詠 じた七 言絶句で ある ． こ の 詩 に は
， 彌 陀殿 の

重 剏 發 願 者 と年度 及 び莊嚴 まで 詳 し く述 べ られ て い る． 重 剏主 は悟 師で あ り，
火

龍 丙辰年 （1676） に始 ま り， 明 くる年 で あ る赤 魃丁 巳年 （1677）に 完 成 した． 蓮

池の 上 に高 く聲えて い る殿 閣の 大 きさと莊嚴 さを表現 して い る。 こ の 彌 陀殿 の 美

しさ を感想 す る もの は ， た だ阿 彌 陀佛 の み で あ る． 月影 さや か な夜の 池上 に 高 く
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朝鮮
・枕 肱懸 辮の 念佛 觀 につ い て （韓） （35）

聳 えて い る 彌陀殿 の 中で 微 笑み を淨か べ る 姿が 想像 され る阿 彌 陀佛 の 贊嘆詩 で あ

る．

　以上 の こ とか ら
， 枕 宏 は西 方淨土極 樂世界で あ る他 方淨土 を認 め

， 深 く信 じ た

と考 えられ る ． 朝鮮 時代 の ほ とん どの 禪 師た ちは ， 自性 彌陀 唯心 淨土設 を主張 し

た． しか し， 彼は 唯心 淨土 に つ い て は 一 言 も言わず ，
む しろ 指方立 相的 な他方淨

土 を強調 して い る．

3 ． むすびに

　以上
， 枕 肱懸辯 の 生 涯 と念佛 觀 に つ い て 考察 して み た． 彼 は 17世 紀 頃 ， 全羅

南道順天 の 仙巌寺 を中心 に 修行 し なが ら， 數多 い 漢詩 と歌 辭 文學 を殘 した大 善知

識 で あ る． 彼 は佛 教教學 の み な らず ， 儒 敏 と道 教， 老莊學 ま で 幅廣 く渉獵 した．

彼 は教學 を捨 て て 修禪 に入 り， 各種 の 租 師語録 を 閲覽 した． 『枕肱集』 に は ， 彼

が著 した 113篇 の 漢詩 と 27篇 の 文 ， 頌 及び 4 篇 の 歌辭 が傳 え られ て い る．

　本研究で は ， 彼の 生涯 と修行方 法論 につ い て 考察 した． また ， 彼の 修行は 看話

禪で あり， 信仰は 淨土 信仰 で あ る ，彼 は 「放教參禪」 とい う詩 を作 っ て 捨 敏入禪

の 道 を選 ん だ ．參禪 に は言語 と文字 は要 らな い ． た だ ， 公 案 の み に集 中す る こ と

を強調 して い る， なお ， 話頭參究 は無字話頭 と庭前柏樹子話が 中心で あ り， 默照

的な牛頭禪 も勸め てい る ．

　 とこ ろ が ， 彼の 信仰 生 活は淨土 念佛行 者で あ る ．念佛 とは心 で 目想 觀 し ， 口で

稱 名念佛す る が ， 心 と口 が
一

つ に な る こ と を述 べ て い る ． 母 の 臨終時 に は 唯だ

「南無 阿彌陀佛」の み を稱 する よ うに し た．彼 は積極 的 な稱名念佛 者 と して 妓生 ，

居 酒屋及 び市場 の 人々 に も念佛 す る こ とを勸誘 し ， 畜 生 の 耳 に も口 を附 け て 念佛

を聞か せ る た め に努力 した． また
， 各種の 勸善文な どに も亡 者の 極樂往 生 を發願

して い る． 彼 は さか ず き （杯）の 大 きさ とは 關係 な く，

一杯 の 酒 の み を飮 ん だ．

ぼ ろ を着て ，飢えた 人 に 自分 の 服 を脱 い で 與 え た り， 死後の 肉身も畜生 に布施す

る よ うに 遣言 を殘 した． 慈悲深 く， 清貧で あ り， 無碍 なる 生 涯 を生 きた大文學家

と禪行者 で あ り， なお か つ 念佛行者で ある 。

1）懸辯 『枕肱集』上 ， 下卷 （韓佛全 8 ， 345−371）．

2 ）懸辯 『枕肱集』卷下 「枕肱大 師行 状」（韓佛全 8
，
368 中）．

3 ）李能和編 『朝鮮佛教通 史』卷 上 （新文館，1918），p．501 逍遙 禪 師碑 （李景爽撰）に

　は 「得其禪宗者 日枕 肱懸 辯 傳 其敏宗者 日海運敬悗」 と記 され て い るが ， 現存 の 碑

　文に は見 られない ．
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（36） 朝鮮 ・枕肱懸辯 の 念佛觀 に つ い て （韓）

4 ）懸辯 『枕肱集』卷下 「敬呈 野遺堂」 （韓佛全 8，355下）．

5 ）懸辯 『枕肱集』卷下 「謹上 翠微堂 」 （韓佛全 8
，
353 下），

6）懸辯 『枕肱集』卷下 「放敘參禪」 （韓佛全 8，368上 ）．

7 ）懸辯 『枕肱集』卷上 「呈 覺等師勸慕禪」 （韓佛全 8，348下 ）．

8）懸辯 『枕肱集』卷上 「參禪」 （韓佛全 8
，
348 下）．

9 ）懸辯 『枕肱集』卷下 「枕肱大師行賦」 （韓佛全 8，368下 ）．

10）懸辯… 『枕肱集』卷下 「枕肱大師行状」 （韓佛全 8，368下）．

11）懸辯 『枕肱集』卷上 「念佛」 （韓佛全 8，348下 ）．

12） 『觀無量 壽經』 （大正 藏 12，341 下）「汝及衆 生．應當 専心． 繋念
一

處．想於西 方．

　云何作想．凡作想者．一
切衆生 自非生盲．有 目之徒皆見 日沒．當起想念．正坐 西向諦

　觀於 日．令心 堅住．專想不移．見 日欲沒状如懸鼓．既見 日巳 ．閉 目開 目皆令明了．是

　爲 日想．名 日初觀．」

13）懸辯 『枕肱集』卷下 「往 生歌」 （韓佛全 8， 371上）．

14）『阿彌陀經』 （大正 藏 12， 347 中）．

15）懸辯 『枕肱集』卷上 「彌陀殿 重剏」 （韓佛全 8， 351上 ）．

〈參考文獻〉

『觀無量壽經』 （大正 藏 12）
『阿彌陀經』 （大正藏 12）

懸辯 『枕肱集』卷上 下 （韓佛全 8）

李能和編 『朝鮮佛敏通史』卷上 （新文館 ，
1918）

〈キー ワ ー ド〉　朝鮮 ，枕肱懸辯，念佛觀， 『枕肱集』，歌 辭文學，稱名念佛，念 佛

　　　　　　　　（東國大學校 敏授 ，文博）
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